
２０１３～２０１４年度 釧路北ロータリークラブスローガン【讃えようロータリアン、実践しよう奉仕】

　　　　４月１６日（水）  本年度第４０回（通算２７２６回）　　　

■出席報告【会員総数６９名　免除７名　出席計算に用いた会員数６９名】

■会長挨拶
《小野寺会長》   

みなさんこんにちは。

本日も例会に参加いただきありがとうございます。昨日は次年度クラブ協

議会が開かれ、次の土日は帯広でPETS地区協が開催され、いよいよ本格的

に萩原年度も動き始めました。

会員の皆様も今年度、次年度のプログラムが重なりご負担も多くなると思

いますがよろしくお願いいたします。

では会長あいさつをさせていただきます。

最近ナショナリズムの高まりを国家があおり、利用している、或いは引き

ずられていると思われることが多々あります。一つの形として東京でのデ

モ隊による朝鮮民族へのヘイトスピーチがあります。これらは将来的に中

国、韓国からの移民が増え又、すでに住んでいる人たちを｢日本人は差別も

せず心豊かな国民｣であると理解し良き友人になる道を閉ざすことに繋がる

恐れがあり、まさに国益を損ない争い事ばかりを作り出すことになると思

います。

私たちロータリーの中核となる価値観には、親睦、多様性を通じて世界理

解、親睦、平和を推進する使命があるとあります。今まさに色々な多様性

を認め他者を批判することなく親睦を深める事が我々ロータリアンの務め

であり今出来る事ではないでしょうか。

以上会長あいさつとさせていただきます。

出席者　３９名　　本日の出席率　５７％

担当/プ会員増強・会員維持委員会
12時30分～釧路プリンスホテル

会員増強フォーラムＰＡＲＴ３

  ・本日の例会、富樫理事、大友委員長、宜しくお願いします　～小野寺 英夫君

　・中田清秀君、入会おめでとうございます　～佐渡 正幸君

　・パート３例会、宜しくお願いします　～大友 淳君

　・今年度最後の家庭集会、宜しくお願いします　～村井 順一君

　・入会５年目になりました。中田さん入会おめでとうございます　～平澤 利秀君

　・中田 清秀君、入会おめでとうございます　～中島谷 友一朗君

　・結婚記念日に際し、お花ありがとうございます　～福田 雅嘉君

　・昨日は次年度のためのクラブ協議会ご参加ありがとうございます　～坂入 信行君   

■ニコニコ献金

■幹事報告
《佐渡幹事》   

・３月会報及び４月プログラムが別海ロータリークラブより届いております。

　回覧いたします。

・釧路北ローターアクトクラブの４月例会は、２２日（火）１９時３０分プ

　ラザさいわいにて開催いたします。ご参加の程よろしくお願いいたします。

・帯広東ＲＣの創立３０周年記念式典のご案内が届いております。



会員増強フォーラムＰＡＲＴ３

１．本年度の会員拡大の取り組み及び実績

・本年度は本日を含め３回の担当例会を与えていただきました。

Ｐａｒｔ１例会におきましては候補者を推薦してもらい、勧誘を促進していただきました。

Ｐａｒｔ２例会におきましては純増５名に向けての「会員拡大大作戦」のテーマの下、先

立って行われました家庭集会の中で協議された「会員拡大」について、６つの班より報告

をいただきました。

結果今日現在、大澤君、工藤君、瀧山君、新免君、福田君並びに本日入会の中田君の６名

仲間が増えました。岡田君が転勤により退会され純増５名となっております。

２．本年度の残り２ヶ月の会員拡大・維持の取り組みについて。

・本年度の増強については、佐渡幹事の力に頼ったところが大きかったと思います。

まだまだ入会候補を持っておられるそうです。

残り２ヶ月ですが、会員拡大は継続した課題だと思います。会員の皆様も常に勧誘してい

ただいていると思いますが、昨今の経済状況を鑑みますととてもハードルが高くなってい

ると思います。また、北クラブにふさわしいかたとなると益々難しくなると思います。

近々「家庭集会」が開催される予定となっております。

その中で再度増強について知恵をだしていただけないでしょうか。

活動計画書の中に「職業分類」があります。空白の職業の方を絞り込むのも、１つの方法

かと思います。どうそ宜しくお願い致します。

当委員会には、会員増強ともう一つ会員維持の役目があります。

維持というのは、現役会員の皆様を対象にした言葉であり、大変口はばったいものであり

が、クラブｋの伝統を尊重しまた、継続していけばおのずと結果が出るものと信じており

ます。

本年度は残り少ない日数となりましたが、次年度へ続く会員拡大の御協力を御願い致します。

大友会員増強・会員増強委員長

中島谷委員のコメント

①JC 卒業組入会の経緯

JC の卒業生を勧誘するときには、「JC で学んだ人づくり」を 40 歳過ぎてからど

のように生かすのかを説いています。北クラブは JC の色はとても薄く、新鮮な気

持ちで入会できる事、今後は JC 卒業生の誇りはもちつつも、ロータリアンとして

「まちづくり・人づくり」に励んでいこう、とも訴えています。

②次年度の会員拡大・維持の取り組みについて

まずは、例会の出席率を高め、勧誘する側がもっとクラブの事を知り、対象者に真

剣に魅力を伝えられるような増強運動にしたいです。そのためにも魅力ある例会づ

くり、意義のある例会内容を年間通して考え全会員に提供しなければならないと考

えます。そうする事が会員全員で取り組む増強・維持活動につながると思いますし、

そうありたいです。そして他クラブとの人数の競い合いばかりでなく、クラブの資

質・品格で我が北クラブが名実ともに一番になることも大変重要な事であると確信

します。

中島谷会員増強・会員増強委員



中田　清秀君

なかた　きよひで

野村證券（株）

釧路支店長兼

とかち帯広営業所長

新入会員紹介


